
 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢中になる姿を大切に 

                                                 園長 河合 晴美 

新年あけましておめでとうございます。 

冬休み中は青く澄んだ空が広がり、元日の朝の太陽の光には力強さを感じることができました。 

新しい年の始まりとして清々しさを感じ、思いを新たにすることができました。 

旧年中は、相変わらず不安定な社会の状況下でしたが、少しでも前へ前へと進めてまいりました。 

保護者の皆さまをはじめ、地域の皆さまには、幼稚園に心を寄せ、御支援、御協力をいただきまして 

深く感謝申し上げます。 

 

   さて、冬休み前子どもたちは、学年それぞれがコマに取り組みました。３歳児のコマは手のひらでこ 

すり合わせる「手回しゴマ」です。回ったことを喜び、回る様子をじっと見ていく３歳児でした。４歳児 

は、紐を巻き、左右の手が異なる動きをする「引きゴマ」です。コマを持ち、押さえながら紐をまく動き 

や先端を持ち紐を引く動きを繰り返しながら幼児それぞれがやり方を身に付けていきました。５歳児 

の投げゴマは、３・４歳児のコマに比べ、考えることや感覚をつかむことが求められます。２学期の終 

業式の直前まで、さくら組の幼児が何度も何度もコマを回すために取リ組んでいました。その姿は、 

まさに夢中になり没頭する時間でした。 

    今多く目にする「タイパ（タイムパフォーマンス）」や「時短（時間短縮）」という言葉は、効率性によ 

る生活の質を求める風潮であり、これらも大事です。しかしながら、幼稚園では５時間程の教育時間 

の中で幼児にとって真に時間を過ごすことが求められます。それは、まさに「夢中になる時間」です。 

幼児は目の前にある出来事を体全体で感じ、思いを表しながらそれらに対し力を出していきます。そ 

の瞬間に幼児は学び、成長につながる時間を過ごします。私たちは、その機会をとらえ体験を豊かに 

していくことに力を尽くしていきたいと思います。 

３学期は、５歳児が 47日、３・４歳児は５１日を過ごし、その後進学、進級を迎えます。今ある時間 

  を最大限に生かし、教職員一同、毎日を大切に過ごせるようにいたします。南山の日の光に負けない 

  くらい笑顔が溢れる毎日になりますように、今年もよろしくお願いいたします。 

＜3歳児 コマって楽しいね＞      ＜4歳児  大好き！鬼遊び＞   ＜5歳児 投げゴマで皿の中に挑戦＞ 

１月園だより  
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